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屈
盟

〈
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
〉

(2月末3

世帯数 11.924世帯

λ 口(男) 22.820人

(女) 24.836人

(計) 47.656人

(男) (女) (計)

生 20人 34人 54人

亡 10 15 25 

入 62 53 115 

出 42 43 91 

人口のうごき

出

死

転

転

す
す
め
ら
れ
る

経
団
漁
港
の
拡
張
工
事

経
団
漁
港
の
修
築
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
開
港
は
、
大
型
漁
船
が
出
入
り
で
き
る
よ
う

じ
港
内
を
広
く
し
、
ま
た
、
水
深
も
四

・
五
M
に

す
る
た
め
、
判
年
度
か
ら
修
築
事
業
が
着
工
さ
れ

て
い
ま
す
。

灯
年
度
ま
で
に
一
億
八
千
万
円
を
か
け
て
、
岸

壁
や
堤
防
の
築
造
、
用
地
造
成
、
し
ゅ
ん
せ
つ
な

ど
の
仕
事
が
行
な
わ
れ
、
よ
う
や
く
港
ら
し
い
姿

を
表
わ
し
て
き
ま
し
た
。

刊
年
度
か
ら
は
第
五
次
計
画
(
事
業
費
七
億
一

千
万
円
)
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
が
、
乙
の
事
業
が

完
成
し
ま
す
と、

泊
地
が
二
倍
の
広
さ
に
な
り
、

百
五
十
ト
シ
級
の
漁
船
三
十
隻
余
り
が
け
い
留
で
き

る
岸
壁
や
、
船
揚
場
、
荷
さ
ば
き
所
、
野
積
所
、

資
材
倉
庫
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
漁
業
基
地
と
し
て

大
き
な
役
割
り
を
果
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
写
真
H
し
ゅ
ん
せ
つ
作
業
が
行
な
わ
れ
て

い
る
経
由
漁
港
)
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一
般
・
特
別
会
計
で
三
十
三
億
円

魚
津
市
の
こ
と
し
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
予
算
が
き
ま
り
ま
し

た
。
刊
年
度
は
、
一
般
会
計

・
特
別
会
計
の
予
算
総
額
が
、
三
十
三
億
八

千
七
百
四
十
二
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
二
二

・
八
軒
ふ
え
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
社
会
福
祉
施
策
の
推
進
、
生
活
環
境
整
備
、
産
業
基
盤
の

整
備
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

:な芸品警合介護手当支給 : 

ー一社会福祉施策ー ー

福祉センターを建設

ど
の
よ
う
な
割
合

で
支
出
さ
れ
る
か

て 比一で七前 の 費 でのが まは千(的を
い一 千そ 億年 そがが、七前っす 、八前 経性は
ま 七七の五よのめ六乙 億年 い 。全百年 貨質じ
す fl'百 他百りあだ Oの三よで 予万比が別め
。増万の万一とっそ1、な千り消 算円三、にに
)円経円三人てもか九二費 に見七前わ
と(賞 、私、件 いふで 百四的 対込 fl'年け 48
な前二つ 増資まえ扶万 17J経 しま増よて年
つ年 億 いのがすた助円増費 四れ)りみ 度

二ま多三ま予
fl'しい憶す算
にた十 二 との
あ 。一千 、支
たと 億万投出
りれ八円資額

V
・:
民

生
貨
は
、

前
年
よ
り

七
五
官
も

多
い
六
億

五
千
九
百

六
十
五
万

円
が
計
上

さ
れ
ま
し

た。V
・・・
ま
ず

社
会
福
祉

一
般
会
計
性
質
別
支
出
割
合

道
下
小
・
経
団
小
改
築
に

一
億
五
千
万
円

!

教

育

施

設

の

充

実

V
・:
教
育
費
は
、
前
年
よ
り
四
一
軒

多
い
四
億
七
千
六
百
五
十
七
万
円
が
見

込
ま
れ
ま
し
た
。

V
:
・一
一
年
目
を
迎
え
た
経
団
小
学
校

校
舎
の
改
築
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
て
延
面
積
一
千
四
百
四
平
方
M

を
八
千
二
百
五
十
万
円
で
建
設
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
焼
失
し
た
道
下
小
学
校
の

改
築
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

て
延
面
積

一
千
百
八
十
五
平
方
い
が
を
七

費
関
係
で
は
、
老
人
の
い
と
い
の
場
と

し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て

一
千
十
九
平
方
M
の
福
祉
セ

ン
タ
ー
が

六
千
三
百
万
円
で
建
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
4
月
か
ら
七
十
歳
以
上
の
老

人
医
療
費
の
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま

す
が
、
乙
の
費
用
や
老
人
健
康
診
査
費

に
九
千
九
百
四
十
万
円
、
県
下
に
さ
き

が
け
て
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
百
三
十

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
老
人
ホ
ー

ム
入
所
措
置
費
や
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣

費
に
一
千
二
百
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し

た。精
薄
児
の
通
園
施
設
も

精
薄
児
の
機
能
回
復
訓
練
を
す
る
た

め
の
通
園
施
設
(
鉄
筋
平
屋
建
て
延
面

積
二
百
七
十
平
方
M
む
を
新
た
に
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
費
用
と
通

園
バ
ス
や
器
具
な
ど
に
一
千
八
百
四
十

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ね
た
き
り
の
心
身
障
害
者
ゃ

く
百
世
帯
に
介
護
手
当
を
支
給
す
る
と

と
に
な
り
、
二
百
四
十
万
円
が
計
上
さ

れ
た
ほ
か
、
盲
人
対
策
や
、
ろ
う
あ
者

対
策
と
し
て
声
の
広
報
、
ジ
グ
ナ
戸
ラ

ン
プ
お
よ
び
手
帳
交
付
な
ど
、
身
障
者

福
祉
費
に
あ
わ
せ
て
一
千
三
百
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た。

V
・:
児
童
福
祉
関
係
で
は
、
保
育
所

費
九
千
六
百
万
円
、
児
童
手
当
三
千
二

百
万
円
の
ほ
か
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
横
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
延
面

積
一
千
二
百
七
十
平
方
M
、
三
十
世
帯

入
居
で
き
る
母
子
寮
が
、
七
千
六
百
六

十
万
円
で
建
設
さ
れ
ま
す
。

V
・:
そ
の
ほ
か
生
活
保
護
費
で
は
、

生
活
、
医
療
な
ど
の
扶
助
費
あ
わ
せ
て

一
億
一
千
三
百
六
十
万
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

- 2ー

千
八
十
万
円
で
建
設
さ
れ
ま
す
。
両
校

と
も
刊
年
度
か
ら
新
校
舎
で
授
業
で
き

る
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

給

食

セ

ン

タ

ー
も
建
設
・

V
・:
ま
た
、
東
部
中
学
校
に
、
二
十

五
M
プ

l
wを
建
設
す
る
た
め
、
一
千

五
百
万
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
寄
付
金

に
つ
い
て
は
、
乙
と
し
か
ら
四
分
の
一

に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
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予
算
編
成
の

基
本
方
針

つおフ報広48. 4. 1 

48年度予算額
28憶4.915万円計.6. ヨヨE般

V
・・
・小
学
校
の
給
食
施
設
の
大
半
は

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
将
来
の
中

学
生
徒
の
給
食
を
考
慮
し
、
給
食
予
定

六
千
五
百
食
と
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
平
屋
建
て
六
百
平
万
M
の
給
食
セ

ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
乙
と
し
は
、
本
体
と
内
部
ち
ゅ

う
房
工
事
が
五
千
八
百
万
円
を
か
け
て

前
工
さ
れ
ま
す
。

V
・
:
父
兄
釦
.判
な
ど
問
題
の
あ
る
需

用
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
よ
り
四
一
計

多
い
額
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

V
:
・社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
教
養

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
市
民
大
学
講

座
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
ほ
か
、
青
年
教

室
、
婦
人
学
級
、
若
妻
学
級
、
少
年
教

室
、
家
庭
教
育
学
級
な
ど
の
開
催
費
、

新
た
に
青
年
バ
ス
も
計
画
さ
れ
、
公
民

館
費
が
二
千
七
百
二
十
万
円
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
上
中
島
公
民
館
(
三

百
六
十
六
平
方

M
)
の
改
築
工
事
が
一

千
九
百
八
十
万
円
を
か
け
て
す
す
め
ら

れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

8鎗 7，177万円
6~ 5，079万円
5健 7.000万円
2健 0，870万円
1健 8，160万円
9，590万円
6.564万円
5，929万円
3，728万円
3.600万円
3.000万円
1.758万円
1.700万円
400万円
.:360万円

都

市

改

造

事

業

に

一
億
八
千
万
円
計
上

.・

産

業

基

盤

の

整

備

A
・:
土
木
賞
は
、
前
年
よ
り
一

or

多
い
四
億
四
千
五
百
十
一
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

V
・・・
第
四
年
度
を
迎
え
る
加
積
地
区

の
都
市
改
造
事
業
は
、
一
億
八
千
万
円

か
い
か
け
て
、
十
二
の
街
路
や
水
路
の
築

造
、
建
物
の
移
転
、

墓
碑
移
転
、
宅
地

造
成
な
ど
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

つ
い
で
馬
出
町
・
友
道
線
(
電
鉄
魚

津
駅

t
八
号
線
開
)
の
道
路
改
良
に
四

千
五
百
万
円
、
魚
津
駅
・
電
鉄
魚
津
線

(
高
架
橋
沿
い
海
側
〕
:
道
路
改
良
に
二

千
五
百
万
円
の
ほ
か
、
市
道
の
改
良
と

舗
装
に
八
千
五
百
万
円
、
市
道
補
修
六

百
五
十
万
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し

た。
な
お
、
今
年
度
か
ら
舗
装
す
る
場
合

の
地
元
負
担
金
は
一

O
折
(
前
年
度
ま

警妥

で
二

O
軒
)
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た。
V
:
・山
村
振
興
道
路
(
金
山
谷
・
北

山
線
)
の
延
長
一
千
二
百
ぱ
の
改
良
に

二
千
四
百
万
円
、
新
た
に
北
鬼
江
・
青

島
線
の
海
岸
道
を
設
置
す
る
た
め
、
乙

と
し
は
延
長
七
十
七
M
の
改
良
に
六
百

61! 5，965万円
4健 7，657万円
4健 4.511万円
3鎗6.276万円
3健 5，801万円
l鎗 6.250万円
1鎗 1.480万円
8，077万円
5，499万円
4，885万円
+.292万円
2，216万円
2.000万円
6万円

持
年
度
予
算
の
提

案
理
由
説
明
に
あ
た

り
、
清
河
市
長
か
ら

次
の
よ
う
な
要
旨
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た。
住
み
よ
く
活
力
あ
ふ
れ
る
魚
津
市

を
計
画
的
に
実
現
す
る
た
め
に
、
①

市
民
生
活
優
先
の
住
民
福
祉
の
充
実

①
創
造
性
ゆ
た
か
な
都
市
建
設
、
①

県
東
部
に
お
け
る
中
核
都
市
建
設
、

を
柱
に
福
祉
都
市
の
建
設
に
全
力
を

傾
け
、
市
民
本
位
の
市
政
を
積
極
的

に
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
、
総
合
計
画
の
根
幹

と
な
る
事
業
を
一
ヨ
で
も
多
く
実
現

す
る
よ
う
に
、
都
市
基
盤
と
生
活
環

境
の
整
備
、
社
会
福
祉
の
充
実
を
は

じ
め
、
文
教
施
設
の
整
備
、
農
林
漁

業
と
中
小
企
業
の
近
代
伯
、
公
害
防

止
お
よ
び
環
境
保
全
を
重
点
的
に
行

な
い
、
健
康
な
生
活
環
境
と
、
明
る

く
住
み
よ
い
、
ゆ
た
か
な
町
の
建
設

に
つ
と
め
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

何
年
度

予
算
の
編

戚
に
あ
た

っ
て
は
、

国
家
予
算

地
方
財
政

計
画
の
動

向
な
ど
を

勘
案
し
て

年
聞
を
通

ず
る
予
算

を
編
戚
し

た
の
で
あ

り
ま
す
。

5憶3.827万円

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
乙
れ
が
開

通
し
ま
す
と
、
県
道
生
地
線
の
バ
イ
パ

ス
と
し
て
、
ま
た
一
部
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
1
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

産

業

振
血

のV
・
・
・
農
林
水
産
業
費

は
、
前
年
よ
り
三
二
軒

多
い
三
億
六
千
二
百
七

十
六
万
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

V
・
・
・
上
野
方
地
区
の
農
業
構
造
改
善

事
業
は
、
二
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
と

と
し
は
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
の
購
入
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
乾
燥

施
設
の
設
置
ほ
か
に
四
千
四
百
六
十
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

院

V
:
・
農
業
を
振
興
さ
せ
る
た
め
、
花

き
(
か
の
こ
ゆ
り
)
集
団
産
地
育
成
に

一
千
三
百
二
十
万
円
や
、
園
芸
集
団
産

地
育
成
、
山
村
農
業
近
代
化
事
業
に
必

要
な
補
助
金
千
四
百
二
十
万
円
が
見
込

議室

3 

411 0，498万円
川 1，687万円
:'6.794万円
3，970万円

923万円
899万円
;743万円

6.787万円

6，660万円

2，000万円

3.512万円

国民健康保険事業

農業共済事業

i農作物共済勘定

{業務勘定

」J老酒単車問E.
下1水:道事i業
簡易水道事業

計.6. ZIt jJlJ 特

水道事業会計

収益的収入

グ支出

資本的収入

グ支出

歳入

市税

国!庫i支{出金
地i方交付税
県支出金

市債

分担金および負担金

使用料および手数料

諸収入

財産収入

繰越金

自動車取得税交付金

寄与付金

地:方I譲:与;税
主旦窓会対策特別交付金

倶楽穂波利用税交付金'

歳出

民生費

教育費

土木費

農林水産業費

総務費

公債費

衛生費

消防費

労働費

商工費

議会費

災害復旧費

予備費

諸支出金
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ま
れ
ま
し
た
o

v---農
業
施
設
整
備
で
は
、
坪
野
地

内
の
農
道
延
長
七
百
六
十
六
M
の
整
備

に
一
千
二
百
万
円
、
坪
野
老
朽
た
め
池

な
ど
整
備
に
六
百
七
十
万
円
、
土
地
改

良
事
業
で
は
、
一
千
二
百
四
十
万
円
を

か
は
て
十
六
か
所
の
水
路
や
農
道
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

V
・
:
林
道
関
係
で
は
、
別
文
・

僧
が

岳
線
四
百
七
十
M
、
坪
野
・
古
鹿
熊
線

三
百
六
十
五

M
の
改
良
に
二
百
五
十
万

円
、
黒
沢
一
号
線
ほ
か
三
線
の
改
良
に

四
百
六
十
万
円
、
委
託
造
林
に
三
千
五

百
八
十
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し

た。

つ

V
・・・
商
工
費
は
前
年
よ
り
三

or多

い
四
千
八
百
八
十
五
万
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

おつ報

V
:
・中
小
零
細
企
業
向
け
の
小
口
事

業
資
金
の
貸
付
予
託
金
が
一
千
五
百
万

円
に
増
額
さ
れ
た
乙
と
や
、
商
工
会
議

所
補
助
金
五
百
万
円
、
観
光
費
に
二
百

万
円
な
ど
見
込
ま
れ
ま
し
た
。
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V
:
・
こ
と
し
の
経
田
漁
港
の
修
築
事

業
は
、

一
億
円
を
か
け
て
港
内
の
し
ゅ

ん
せ
つ
、
岸
壁
、
船
揚
場
の
造
成
な
ど

が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
V
・:水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
船

に
S
O
S
発
信
装
置
や
中
短
波
無
線
機

の
設
置
な
ど
す
る
た
め
の
補
助
、

養
殖

事
業
、
内
水
面
漁
業
、
浅
海
増
殖
事
業

育
成
な
ど
に
あ
わ
せ
て
八
百
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

清

掃

区

域

を

拡

大整
備

・

-:生

V
:
・衛
生
費
は
、
前
年
よ
り
九
計
多

い一

億

一
千
四
百
八
十
万
円
が
見
込
ま

れ
ま
し
た
。

V
・:
新
年
度
か
ら
清
掃
区
域
が
拡
大

さ
れ
、
市
内
の
九
九
が
れ
の
ご
み
を
収
集

す
る
費
用
や
、
不
燃
物
収
集
な
ど
に
あ

わ
せ
て
一
千
三
百
六
十
万
円
、
し
尿
収

集
委
託
料
な
ど
二
千
七
百
六
十
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

V
:市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
、

予
防
接
種
費
や
、
結
核
予
防
費
に
一
千

九
十
万
円
、
国
民
健
康
保
険
会
計
繰
出

活

環

境

財
源
に
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
か

金
七
百
二
十
万
円
、
下
水
道
事
業
会
計

繰
出
金
七
百
三
十
万
円
な
ど
も
見
込
ま

れ
ま
し
た
。

V
・:公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
従
前

よ
り
態
勢
を
さ
ら
に
す
す
め
、

畜
産
の

公
害
防
止
施
設
や
、
か
に
が
ら
処
理
施

設
な
ど
に
対
し
て
補
助
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。V
・:
交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
歩
道

カ

l
プ
ミ
ラ
l
の
設
置
、
鴨
川
治
い
の

危
険
個
所
に
防
護
さ
く
を
設
置
す
る
費

用
な
ど
六
百
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た

の

税
自
主
財
源
で
大
き
い
の
は
、
市
税
で

前
年
よ
り
一
六
許
多
い
八
億
七
千
百
七

十
七
万
円
見
込
ま
れ
ま
し
た
。
歳
入
予

算
に
占
め
る
割
合
は
三

0
・
五
軒
と
な

っ
て
お
り
、
内
訳
次
の

と
お
り
。

固
定
資
産
税

三
億
八
、
六
五

O
万
円

市
民
税

三
億
五
、
四
九
三
万
円

た
ば
こ
消
費
税

七
、
七
六
四
万
円

電
気
ガ
ス
税

三
、
九
一
九
万
円

軽
自
動
車
税

一、

O
七
二
万
円

入
湯
税

市

二
六

O
万
円

ま
た
、
市
営
駐
車
場
借
上
料
や
運
営

費
百
七
十
万
円
、
防
犯
灯
設
置
や
電
気

料
な
ど
に
百
八
十
万
円
が
見
込
ま
れ
ま

し
た
。

他 :

V
・・・
消
防
費
は
前
年

よ
り
一
九
折
多
い
八
千

七
十
七
万
円
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
お
も
な
も
の

は
、
消
防
職
員
の
給
与

や
団
員
報
酬
、
運
営
費

の
ほ
か
、

第
八
分
団
器

具
置
場
改
築
三
百
八
十

万
円
、
消
防
ポ
ン
プ
二

台
購
入
六
百
四
十
万
円
、

超
短
波
無
線

設
置
三
百
五
十
万
円
、
さ
ら
に
小
型
ポ

ン
プ
、
ス
ラ
イ
ド
は
し
と
な
ど
購
入
に

ど
一
な
一
レ
U

-

r
ペ
ー
一
強

一

の
一

そ

功

一
!
'
 

m
k
H
巴消
一

の木
材
引
取
税

一
六
万
円

交

付

税

地
方
交
付
税
は
、
前
年
よ
り
一
四
軒

多
い
五
億
七
千
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し

た。
そ
の
ほ
か
交
付
金
と
し
て
は
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
三
千
万
円
、
自
動
車

重
量
譲
与
税
一
千
七
百
万
円
、
乙
と
し

か
ら
ゴ
戸
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の

で
、
そ
の
娯
楽
施
設
利
用
税
交
付
金
三

百
六
十
万
円
な
ど
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

国

庫

支

出

金

国
庫
支
出
金
は
、
六
億
五
千
七
十
九

万
円
(
前
年
比
四

o
r増
)
が
見
込
ま

れ
ま
し
た
。

お
も
な
も
の
と
し
て
、
老
人
医
療
費

負
担
金
六
千
万
円
、
保
育
所
、
母
子
寮

よ
り
、

消
防
施
設
や
器
具
の
充
実
が
は

か
ら
れ
ま
す
。

V
:
・公
債
費
で
は
、
前
年
よ
り
八
校

多
い
一
億
六
千
二
百
五
十
万
円
が
計
上

さ
れ
、
長
期
債
元
金
九
千
万
円
や
利
子

七
千
二
百
万
円
が
償
還
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

V
・:
総
務
費
は
、
前
年
よ
り
五
官
少

な
く
な
り
、
三
億
五
千
八
百
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
役
所
全
般

の
管
理
費
や
職
員
給
、
事
務
費
の
ほ
か

統
計
調
査
費
、
監
査
委
員
賞
、
交
通
防

犯
対
策
費
、
市
民
会
館
賞
な
ど
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
川
広
域
圏
事

務
組
合
負
担
金
三
千
七
百
二
十
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

措
置
負
担
金
七
千
百
万
円
、
母
子
寮
建

設
負
担
金
二
千
六
百
万
円
、
生
活
保
護

措
置
負
担
金
九
千
百
万
円
、
経
団
小
・

道
下
小
建
設
費
負
担
金
三
千
万
円
、
経

団
漁
港
修
築
補
助
五
千
万
円
、
都
市
改

造
補
助
一
億
二
千
万
円
、
街
路
事
業
補

助
四
千
二
百
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

4 

市

債
前
年
よ
り
五

o
r多
い
一

億
八
千
百

六
十
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

一桝
お
も
な
も
の
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
債
三
千
万
円
、
経
団
小
学
校
改
築
債

二
千
五
百
七
十
万
円
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
債
二
千
二
百
万
円
、
道
下
小

学
校
建
設
債
一
千
九
百
九
十
万
円
、
都

市
改
造
事
業
債
一
千
八
百
万
円
、
母
子

寮
建
設
債
九
百
七
十
万
円
、
経
団
漁
港

修
築
債
九
百
二
十
万
円
な
ど
で
す
。
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国
民
健
康
保
険
事
業

醸

予
算
の
総
額
は
、
四

億
四
百
九
十
八
万
円
で

前
年
度
よ
り
一

o
rふ

え
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
前
年
度
実
績
を
主
体
に

医
療
給
付
費
が
算
定
さ
れ
て
三
億
六
千

三
百
二
十
万
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
近
に
お
け
る
医
療
費
の
増
加
や
老
人

医
療
費
の
無
料
佑
な
ど
に
よ
り
、
医
療

給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
一
億
八

千
六
百
万
円
、
国
庫
支
出
金
二
億
一
千

六
十
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

七
百
二
十
万
円
な
ど
が
あ
て
ら
れ
ま
し

た。

つおつ報広

下
水
道
事
業

48. 4. 1 

歳
入
歳
出
額
は
そ
れ
ぞ
れ
八
百
九
十

九
万
円
で
、
前
年
よ
り
五
百
三
十
四
万

円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
下
水
道
の
基
本
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
五
百
万
円
の
調
査
委
託

料
が
計
上
さ
れ
、
下
水
道
事
業
実
現
の

た
め
努
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
現
有
施
設
の
維
持
管
理、

公
債
費
が
見
込
ま
れ
、
こ
の
財
源
と
し

て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
七
百
三

十
万
円
と
、
使
用
料
が
充
当
さ
れ
て
い

ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
七
百
四
十

一
万
円
で
す
。

市
内
十
二
カ
所
の
簡
易
水
道
事
業
の

維
持
管
理
費
五
百
十
万
円
と、

市
債
の

元
利
償
還
金
二
百
三
十
万
円
が
計
上
さ

れ
、
財
源
と
し
て
は
、
使
用
料
お
よ
び

工
事
費
収
入
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
事
業

圃
農
作
物
共
済
勘
定

予
算
総
額
は
六
千
七
百
九
十
四
万
円

で
、
歳
出
と
し
て
は
、
共
済
金
一
千
三

百
八
十
万
円
、
無
事
戻
金
二
百
九
十
万

円
、
業
務
勘
定
繰
出
金
六
百
五
十
万
円

が
見
込
ま
れ
、
歳
入
と
し
て
は
、
共
済

掛
金
、
保
険
金
、
交
付
金
お
よ
び
繰
越

金
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。-
業
務
勘
定

予
算
額
を
三
千
九
百
七
十
万
円
と
し

共
済
事
業
一
般
管
理
費
と
損
害
防
止
費

-
収
益
的
収
支
で
は
'
司
自

.，4
4

，.，
F

、-

ま
ず
収
入
に
お
い
て
は
ー
一

L
4

給
水
収
益
、
受
託
工
事

13淀
川
巴

収
益
な
ど
に
六
千
七
百
£
パ
臼
府

八
十
七
万
円
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
出
で
は
、
資
産
の
減
価
償

却
費
一
千
二
百
万
円
や
総
係
費
二
千
六

百
五
十
万
円
、
企
業
債
利
子
一
千
万
円

な
ど
あ
わ
せ
て
六
千
六
百
六
十
万
円
が

予
定
さ
れ
、
差
引
き
百
二
十
七
万
円
の

利
益
金
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

-
ま
た
、

資
本
的
収
支
で
は
、
収
入

に
企
業
債
二
千
万
円
が
予
定
さ
れ
、

支

が
お
も
な
も
の
で
す
。

水
稲
の
損
害
防
止
事
業
に
つ
い
て
は

実
質
的
に
前
年
度
比
一

orの
事
業
増

が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
と
の
財
源

と
し
て
は
、
賦
課
金
、
県
支
出
金
、
分

担
金
、
繰
入
金
な
ど
が
あ
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

-
家
畜
共
済
勘
定

予
算
額
は
、
九
百
二
十
三
万
円
で
、

損
害
の
未
然
防
止
策
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
擢
災
に
対
す
る
補
て
ん
に
つ
と
め

る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
は
掛
金
や
保
険
金
、

歳
出
に

は
負
担
金
や
保
険
料
が
あ
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

a材 !F3
附L̂ o世

出
に
は
、
配
水
管
延
長
五
千
二
十
五

M

布
設
す
る
費
用
な
ど
二
千
二
百
万
円
、

企
業
債
償
還
一
千
百
万
円
や
設
備
改
良

費
百
二
十
万
円
ほ
か
、
あ
わ
せ
て
三
千

五
百
十
二
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

収
入
が
不
足
す
る
一
千
五
百
十
二
万
円

は
刊
年
度
の
利
益
金
と
、
内
部
留
保
資

金
お
よ
び
建
設
改
良
積
立
金
で
補
て
ん

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4

月

の

納

税

固
定
資
産
税
第
一
期
分

軽
自
動
車
税

納
期
限
は
4
月
初
日
で
す

「
ふ
み
か
ぜ
号
」

巡
回
は
じ
め
る

乙
と
し
も
移
動
図
書
館

「
ふ
み
か
ぜ

号
」
が
巡
回
し
ま
す
。
同
車
は
五
百
冊

の
本
を
積
み
と
ん
で
四
十
カ
所
の
駐
車

地
を
ま
わ
り
、
本
を
お
貸
し
し
た
り
、

読
書
の
相
談
に
お
と
た
え
し
て
お
り
ま

す
。
移
動
図
書
館
の
本
は
、
小
説
や
趣

味
、
実
用
、
育
児
、
し
つ
け
、
児
童
む

き
の
も
の
が
多
く
、
手
続
き
も
簡
単
で

す
。
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
巡
回
日
程

V

圃
4
月
9
日
H
①
前
東
城
吉
田
宅

①
奥
東
城
厳
寺
宅
①
東
山
森
宅

@
横
枕
滅
菌
室

園
川
日
日
①
雄
峰

団
地
①
大
海
寺
新
伊
東
宅
①
上

野
方
連
絡
所
④
し
む
ら
湯

・
日

日
H
①
北
山
鉱
泉
①
坪
野
島
沢
宅

①
宮
津
地
区
野
菜
集
荷
場

・
同
日

郵
便
局
の
簡
易
保
険
や
国
民
年
金
の

掛
金
な
ど
の
資
金
は
、
地
方
公
共
団
体

に
貸
出
さ
れ、

学
校
な
ど
の
建
設
に
使

H

農
協
松
倉
支
所
①
金
山
谷
光
開

寺
①
松
倉
連
絡
所

・
げ
日
H

①

有
山
バ
ス
停
①
上
中
島
連
絡
所

①
住
吉
松
井
宅

-m日
H
①
青
島

黒
田
宅

①
青
島
社
宅
広
場
⑦
鉄

工
団
地

・
幻
日
日
①
経
団
旭
町

①
落
合
住
宅
広
場
①
平
伝
寺
沢
田

宅

・

μ
日

u①
三
ケ
住
宅
①
住

吉
四
区
住
宅
①
白
倉
小
学
校

-5月
1
日
H

①
黒
沢
バ
ス
停
①

長
引
野
谷
口
宅
①
西
布
施
連
絡
所

④
東
尾
崎
花
岡
宅
@
農
協
天
神
支

所

・
4
日
H
①
晴
海
ケ
丘
住
宅

①
加
積
郵
便
局
①
吉
島
市
営
住
宅

@
吉
島
新
町

・
7
日
H
①
片
貝
第

二
発
電
所

①
平
沢
岩

崎

宅

①
山

女
山
沢
宅
④
片
貝
連
絡
所

駐
車
時
間
は
サ
①
午
前
川
時

i
日
時

①
午
前
け
時

i
ロ
時
①
午
後
1
時

i
2
時

④

午

後
2
時
i
3
時
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学
校
な
ど
の
建
設
に

使
わ
れ
た
簡
保
資
金

写真=改築中の径回小学校舎

わ
れ
、

ゆ
た
か
な
く
ら
し
づ
く
り
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

灯
年
度
中
に
魚
津
市
が
簡
保
資
金
を

借
り
て
行
な
っ
た
事
業
に
、
都
市
計
画

事
業
六
千
六
百
四
十
万
円
、
経
団
漁
港

修
築
事
業

一
千
八
百
四
十
万
円
、
吉
島

小
学
校
体
育
館
建
設
に
八
百
三
十
万
円

経
団
小
学
校
改
築
に
一
千
四
百
二
十
万

円
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

国
民
年
金
特
別
融
資
と
し
て

西
布
施
保
育
園
建
設
に
七
百
三
十
万
円

が
あ
り
ま
す
。



老
人
医
療
費
の
所
得
制
限
撤
廃
な
ど

四
十
議
案
を
可
決
¥

ま
ず
叩
日
は
、
清
河
市
長
か
ら
予
算

編
成
の
方
針
と
、
三
十
二
議
案
に
つ
い

て
提
出
理
由
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
同

日
と
日
日
に
は
、
代
表
質
問
や
一
般
質

問
が
あ
り
、
議
案
審
議
は
各
常
任
委
員

会
ヘ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
あ
と
、

北
陸
高
速
道
や
新
川
ス
ー
パ
ー
農
道
な

ど
の
建
設
に
対
処
す
る
た
め
、
議
会
に

「
交
通
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設
け
る

乙
と
に
な
り
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た。
辺
日
再
開
さ
れ
た
市
議
会
で
は
、
各

常
任
委
員
長
か
ら
議
案
審
査
報
告
が
あ

り
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
羽
年
度
一

般
会
計
予
算
、
老
人
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
改
正
、
特
別
職
、
市
議
会

議
員
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
改
正
、
市
長
な
ど
給
与
に
関
す

る
条
例
改
正
な
ど
三
十
二
議
案
が
原
案

48. 4. 1 つ
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48年度の予算などを審議する 3月

定例市議会は、 10日から22日まで13

日聞にわたってひらかれ、 35議案が

審議可決されました。

ーーーー」‘

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
継
続
審
議
に
な
っ
て
い

た
伺
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

決
算
認
定
の
五
議
案
は
、
後
藤
決
算
特

別
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
を
認
定
、
さ
ら
に
請
願
書
二
件
、
陳

情
書
三
十
五
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
追
加
提
案
の
経
田
漁
港

修
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
と
任

期
満
了
に
よ
る
公
平
委
員
に
叩
村
清
直

氏
(
刊
歳
・
本
江
)
を
選
任
す
る
乙
と

に
同
意
す
る
議
案
な
ど
三
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
日
本
国

と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
友

好
親
善
に
関
す
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

八
交
通
対
策
特
別
委
員
会
委
員

V

委
員
長
H
若
島
正
敬
副
委
員
長
H

寺
田
与
次
郎
委
員
H
浜
多
弘
之
、

花
岡
嘉
文
、
宮
島
竹
二
、
吉
井
正
男

野
崎
栄
吉
、
中
尾
政
一

;お j

jもj

jな ;

(議 ;

;案 j

-
老
人
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

改
正
こ
と
し
の

1
月
か
ら
国
の
制
度
と
し

て
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費
が
全

額
助
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が

こ
の
制
度
に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
制

限
を
撤
魔
す
る
の
と
、
六
十
五
歳

t
六

十
九
歳
ま
で
の
ね
た
き
り
老
人
に
つ
い

て
も
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
医
療
費
の

全
額
を
4
月
1
日
か
ら
公
費
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
改
正

吉
野
、
升
方
簡
易
水
道
は
隣
接
し
て

お
り
、
事
業
内
容
も
同
じ
と
乙
ろ
か
ら

水
道
使
用
料
も
同
額
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
十
立
方
次
ま
で
家
庭
用
三

百
八
十
円
、
営
業
用
四
百
円
、
超
過
料

金
一
立
方
M
あ
た
り
四
十
円
に

4
月
1

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

-
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
改
正

勤
労
者
の
収
入
の
増
加
、
物
価
の
上

昇
な
ど
か
ら
市
営
住
宅
に
入
居
す
る
場

合
の
収
入
基
準
が
現
状
に
あ
わ
な
く
な

っ
た
の
で
、
一

o
r
i三
o
r程
度
引

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

-
市
道
路
線
の
認
定

七
路
線
延
長
千
三
百
二
十
二
日
町
が
市

道
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

と
の
道
路
沿
線
は
宅
地
化
が
す
す
み

市
民
の
重
要
な
生
活
圏
道
路
と
な
り
、

ま
た
、
地
元
の
要
望
が
あ
っ
た
の
で
市

道
と
し
て
今
後
管
理
を
行
な
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

認
定
路
線
は
、
マ
祢
源
寺

i
佐
伯
線

二
百
十
M
、
マ
大
先
寺
三
号
線
百
二
十

M
マ
大
光
寺
四
号
線
二
百
M

マ
吉
島

団
地

i
六
郎
丸
線
百
三
十
二

M

マ
北

鬼
江
企
業
線
二
百
五
十
四
M

マ
平
伝

寺
二
号
線
二
百
三

M

マ
蛇
田
一
号
線

二
百
三

M
で
す
。

-
職
員
定
数
条
例
の
改
正

現
在
の
職
員
定
数
四
百
七
十
三
名
を

四
百
八
十
三
名
に
改
正
す
る
も
の
で

す。
こ
れ
は
、

4
月
か
ら
開
設
さ
れ
る
西

布
施
保
育
園
の
保
母
や
、
下
水
道
事
業

調
査
に
要
す
る
職
員
、
幼
稚
園
の
学
級

増
に
よ
る
教
員
、
消
防
力
の
強
化
に
要

す
る
職
員
な
ど
が
ふ
え
る
乙
と
に
な
り

ま
す
。
い
っ
ぽ
う
西
部
じ
ん
か
い
焼
却

場
の
開
設
で
い
ま
ま
で
の
焼
却
場
が
廃

止
さ
れ
る
の
で
、
職
員
の
減
員
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

-
灯
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
額
そ
れ
ぞ
れ
二
千
八
百
八

十
三
万
円
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

二
十
七
億
七
千
百
八
万
円
と
な
り
ま
し

た。
歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、
ご
み
収
集

車
(
一
一
て
五
ト
ン
)
一
台
の
補
充
と
不

燃
物
投
棄
所
排
水
路
工
事
に
三
百
四
十

万
円
、
魚
津
漁
協
共
同
給
油
施
設
、
労

働
福
祉
会
館
お
よ
び
新
宿
ア
ー
ケ
ー
ド

設
置
補
助
費
三
百
九
十
四
万
円
、
県
道

舗
装
負
担
金
二
百
八
十
六
万
円
、
市
道

用
地
買
収
と
市
道
舗
装
工
事
費
七
百
万

円
、
吉
島
小
学
校
校
舎
一
部
教
室
の
内

装
と
環
境
整
備
に
六
百
八
十
万
円
、小・

中
学
校
、
保
育
園
、
公
民
館
の
石
油
貯

蔵
庫
お
よ
び
火
災
報
知
機
を
完
備
す
る

た
め
四
百
五
十
万
円
ほ
か
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

乙
の
財
源
と
し
て
は
、
地
方
交
付
税

一
千
三
十
三
万
円
、
国
庫
支
出
金
五
百

七
十
万
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

-
灯
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
補
正

院
予
算

6 

歳
入
歳
出
額
が
そ
れ
ぞ
れ
五
千
三
百

一
万
円
追
加
さ
れ
て
、
予
算
総
額
は
四

億
六
千
六
百
三
十
四
万
円
と
な
り
ま
し

た。
歳
出
に
は
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化

や
医
療
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
保
険

給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で

こ
れ
に
五
千
三
百
十
六
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

乙
の
財
源
と
し
て
は
、
国
庫
支
出
金

二
千
九
百
七
十
三
万
円
、
諸
収
入
一
千

七
百
六
十
九
万
円
、
保
険
税
五
百
五
十

八
万
円
ほ
か
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

-
青
年
学
級
の
開
設

何
年
度
は
、
松
倉
お
よ
び
道
下
青
年

学
級
が
開
設
さ
れ、

青
少
年
の
教
養
を

高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



6
日

は

住

民

総

監

視
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の

日

春

の

交

通

安

全

運

動

は

じ

ま

る

'
川

4
月
6
日
(
金
)
か
ら
凶
日
(
日
)

ま
で
の
十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「

春
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す。
春
の
交
通
安
全
運
動
は
、
①
ス
ク
l

y
・
ゾ
l
ン
の
設
定
促
進
と
定
着
化

①
母
親
と
子
ど
も
に
対
す
る
交
通
安
全

教
育
の
充
実
①
運
転
者
な
ど
に
対
す

る
交
通
安
全
指
導
の
徹
底
、
に
重
点
が

お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
l

y
・
ゾ

l
ン
に
は
、
新
た
に

①
本
江
小
学
校
、
明
星
幼
稚
園
、
魚
津

愛
育
園
周
辺
①
住
吉
小
学
校
、
住
吉

つおつ報

春
の
交
通
安

全
運
動
に
あ
わ

せ
て
、
本
江
小

学
校
と
住
吉
小

学
校
周
辺
は
、
新
た
に
ス
ク
l

y
・ゾ

ー
ン
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

同
日
ス
ク
l

y
・
ゾ
l
ン
は
、
小
学
校
や

幼
稚
園
、
保
育
園
を
中
心
に
交
通
事
故

が
多
発
し
や
す
い
区
域
(
小
学
校
を
中

心
に
半
径
五
百
討
の
区
域
)
に
設
定
し

交
通
安
全
の
確
保
を
は
か
り
、
子
ど
も

た
ち
を
、
事
故
か
ら
守
る
の
が
目
的
で

す
。
規
制
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

八
本
江
小
学
校
(
明
星
幼
稚
園
、
魚
津

愛
育
園
〉
周
辺
の
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー

ン
V

圃
速
度
制
限
(
三
十
時
叫〉

H
午
前
7
時

t
午
後
叩
時

広

園
…
織
田

48. 4. 1 

保
育
園
周
辺
、
の
二
カ
所
が
新
た
に
設

定
さ
れ
、
交
通
規
制
の
実
施
や
安
全
施

設
の
整
備
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
既
設
の
ス
ク
l
y
-
-ゾ
l
ン

(
大
町
、
村
木
、
吉
島
各
小
学
校
周
辺
)

の
定
着
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
中
の
魚
津
市
内
の

交
通
事
故
は
二
百
六
件
(
前
年
比
二
十

四
件
滅
)
、
死
者
十
一
人
(
同
六
人
増
)
、

傷
者
二
百
七
十
五
人
(
同
三
十
四
人
減

)
で
、
件
数
、
傷
者
と
も
減
少
し
た
も

の
の
、
死
者
が
倍
増
し
て
い
ま
す
。

①
市
道
本
江
大
光
寺
線
(
本
江
小
坂

交
差
点

t
大
先
寺
北
酸
前
)

①
市
道
電
鉄
魚
津
大
先
寺
線
ハ
友
道

五
十
嵐
薬
局
前

i
角
川
三
差
路
)

①
県
道
大
谷
荒
町
線
(
電
鉄
魚
津
駅

前
i
国
道
友
道
交
差
点
)

④
市
道
魚
津
駅
新
金
屋
線
(
ス
テ
l

こ
の
期
間
中
、
と
く
に

6
日
と
ゆ
日

-

は
特
別
デ
ー
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
運
動
参
加
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

-4月
6
日
(
金

)
H
交
通
安
全
住
民

総
監
視
の
日

・
地
域
住
民
が
、
そ
の
地
域
内
の
交
差

点
、
通
学
路
な
ど
へ
出
て
、
街
頭
監

視
活
動
を
行
な
う
。

-4月
叩
日
(
火

)
H道
路
環
境
総
点

検
の
日

・
市
、
関
係
機
関
団
体
お
よ
び
住
民
が

一
体
と
な
り
、
そ
の
地
域
内
の
道
路

パ
ト
ロ

l
wを
行
な
い
、
道
路
の
不

法
占
用
物
件
の
排
除
、
路
面
修
理
な

ど
、
道
路
環
境
の
整
備
点
検
活
動
を

行
な
う
。

-
駐
車
禁
止
H
終
日

①
市
道
電
鉄
魚
津
大
光
寺
線
(
友
道

五
十
嵐
薬
局
前

i
角
川
三
差
路
〉

①
市
道
西
中
神
回
線
(
西
部
中
前

i

並
木
町
水
口
徳
義
方
前
)

八
住
吉
小
学
校
(
住
吉
保
育
園
)
周
辺

の
ス
ク
ー
ル
・
ゾ

l
ン
V

本
器
撤
離
量
一
暢
術
劇
既
製
協議
総

ス

タ

ゑ

松

山よか川双山
ト

gAW線変
ぽ
る
ω

F

約
バ
-
是
正
件
降
除
安
心
J
b
メト
4
E
C町
得
一

22FAA-『

圃
速
度
制
限
(
三
十
銭
)
H
午
前
7
時

ー
午
後
川
時

①
市
道
住
吉
三
号
線
(
住
吉
小
前
通

り
三
百

M
)

①
市
道
住
吉
五
号
線
(
住
吉
松
本
た

ば
乙
庖
角

i
荒
江
分
工
場
前
)

-
速
度
制
限
(
四
十
路
)

H
午
前
了
時

シ
ョ
ン
デ
パ
ー
ト

i
魚
津
駅
前
)

①
市
道
西
中
神
回
線
(
西
部
中
前
i

並
木
町
水
口
徳
義
方
前
)

①
県
道
古
鹿
熊
田
方
町
線
(
国
道
大

先
寺
交
差
点

i
八
代
町
バ
ス
停
)

①
市
道
友
道
一
号
線
西
中
裏
通
り
(

友
道
田
村
商
庖

i
ス
タ
l
レ
l
ン
)

駐車時間は

30分以内に
国鉄魚津駅前広場

駐車場

ー
午
後
川
時

①
県
道
堀
江
魚
津
線
、
市
道
慶
野
湯

上
線
(
住
吉
町
松
本
商
広
前

i
湯
上

三
差
路
)

①
県
道
氷
見
魚
津
線
(
早
月
橋
詰

i

上
口
一
丁
目
石
崎
由
雄
方
前
)

①
市
道
住
吉
吉
野
線
(
国
道
川
縁
交

差
点

i
上
中
島
小
前
)

-
大
型
車
通
行
禁
止
H
午
前
7
時

t
午

後
旧
時

・
市
道
住
吉
五
号
線
(
住
吉
松
本
た
ば

こ
居
前

i
荒
江
分
工
場
前
)

-
そ
の
ほ
か
、
一
時
停
止
H
市
道
住
吉

五
号
線
(
松
本
た
ば
乙
広
前
ほ
か
四

か
所
)
と
、
横
断
歩
道
H
市
道
住
吉

三
号
線
(
住
吉
小
学
校
門
前
ほ
か
三

か
所
)
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
鉄
魚
津
駅
前
広
場
に
は
、
二
十
台
余
り
収

容
で
き
る
自
家
用
車
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、

通
勤
や
通
学
、
旅
行
な
ど
の
際
の
駐
車
に
使
わ

れ
、
利
用
者
は
た
い
へ
ん
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

乙
の
た
め
、

2
月
中
旬
に
市
職
員
が
出
て
車
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
互
い
の

駐
車
場
で
す
の
で
、
駐
車
時
間
は
で
き
る
だ
け

三
十
分
以
内
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
(
写
真
は
駅
前
駐
車
場
)

春

の

防

犯

運

動

4
月

叩

日

か

ら

長
い
冬
か
ら
の
開
放
で
、
こ
れ
か
ら

野
や
山
へ
の
行
楽
、

レ
ジ

ャ
ー
と
、
家

を
あ
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
春

に
は
、
そ
う
し
た
心
の
す
き
を
ね
ら
っ

た
「
あ
き
巣
」
の
被
害
や
、
不
良
や
酔

っ
ぱ
ら
い
に
よ
る
迷
惑
行
為
が
多
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
少
年
に
と
っ
て
、
進

入
学
や
就
職
と
、
環
境
の
変
化
か
ら
心

理
的
な
動
揺
を
き
た
し
、
家
出
や
非
行

に
走
る
少
年
が
ふ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
や
事
故
を
未
然
に

防
止
し
よ
う
と
、

4
月
日
日
か
ら
5
月

間
日
ま
で
「
春
の
防
犯
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
運
動
の
重
点
事
項
は
、

①
あ
き
巣
な
ど
侵
入
盗
犯
お
よ
び
車
両

盗
犯
の
防
止
。

①
市
民
生
活
保
護
活
動
の
推
進

①
職
域
防
犯
組
合
の
指
導
育
成
と
結
成

の
促
進
。

④
子
ど
も
の
水
死
お
よ
び
火
遊
び
事
故

の
防
止
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。

- 7 
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態
撤

熔
附
川

幡

市

で

は

七

十

歳

t
七

川
川
川
川
十
四
歳
の
老
人
と
、
六
十

当

¥

い

五

歳

t
六
十
九
歳
ま
で
の

川
川
川
川
川
身
障
者
、
ね
た
き
り
老
人

川
川
川
州
制
な
ど
に

1
月
か
ら
所
得
制

限
づ
き
で
、
医
療
費
の
助
成
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
た
び
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
、
乙

れ
ら
の
人
に
対
し
て
は
、

4
月
1
日
か

所

得

制

限

な

く

な

る

的

歳

以

上

の

ね

た

き

り

老

人

と

刊

歳

以

上

の

人

を

対

象

つお

国
民
年
金
制
度
は
、
政
府
の
行
な
う

年
金
制
度
の
一
つ
で
、
と
し
を
と
っ
た

り
、
け
が
を
し
た
り
、
一
家
の
働
き
手

が
死
亡
し
た
り
し
た
と
き
に
、
老
齢
年

金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
を
支

給
し
て
、
生
活
を
保
障
し
よ
う
と
す
る

制
度
で
す
。

厚
生
年
金
な
ど
他
の
年
金
制
度
に
加

つ報広

ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
て
、
医
療
費
の

助
成
が
受
け
ら
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

た。
こ
の
た
め
、
七
十
歳
以
上
の
人
と
、

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
な
ど

は
、
す
べ
て
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た
人
は
、

社
会
福
祉
事
務
所
で
助
成
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

す
。
し
か
し
、
今
は
元
気
に
働
い
て
い

て
も
、
や
が
て
は
、
と
し
を
と
っ
て
働

け
な
く
な
る
と
き
が
や
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
老
後
の
乙
と
だ
け
で
な
く
、

最
近
の
よ
う
に
交
通
事
故
の
多
い
と
き

に
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
事
故
に
あ
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
に
加
入
し

て
お
け
ば
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
も
障

国
民
年
金
に
加
入
し

将
来
の
生
活
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う

入
し
て
い
る
人
、
そ
の
配
偶
者
、
昼
間

部
の
大
学
生
を
除
い
た
二
十
歳
か
ら
五

十
九
歳
ま
で
の
人
た
ち
は
、
必
ず
乙
の

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。とこ
ろ
が
、

若
い
人
た
ち
の
な
か
に

は
、
年
金
が
実
際
に
も
ら
え
る
の
は
速

い
将
来
の
こ
と
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
加

入
の
届
け
出
を
渋
る
傾
向
が
あ
り
ま

ー第3M郵便物認可

害
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、

厚
生
年
金
な

ど
を
脱
退
し
た
人
な
ど
で
、
ま
だ
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
今
す

ぐ
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
年
金
委
員
さ

ん
の
と
こ
ろ
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

用
促
進
事
業
団
で
は
1

上
村
木

…
雇

一
地
内
〈
商
工
会
議
所
横
)
に
魚

津
勤
労
者
会
館
を
工
費
や
く
三
千
万
円
で

建
設
し
て
い
ま
し
た
が
、

4
月
上
旬
か
ら

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
開
会
館
は
、
鉄
筋
三

階
建
て
、
延
面
積
五
百
二
十
平
方
M
で、

娯
楽
ホ

l
w、
和
室
、
研
修
室
、
体
育
ホ

1
N
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
開
館
時
聞
は
平

日
が
午
後
1
時

i
9時
、
日
曜
、
祝
祭
日

が
午
前
9
時

i
午
後
9
時
、
月
曜
日
が
休

館
日
で
す
。
利
用
申
込
み
は
商
工
会
議
所

へ
ど
う
ぞ
。
(
写
真
左
)

!高 (岡日大高校魚津校舎は、旧加
積小学校校舎跡に設置される

ことになり、改修工事がすすめられて

います。乙の学校の 1学年の定員は90

名の予定で、 9日に入学式が行なわれ

ることになっています。(写真上〉

一
・
:
.一

神
山
周
辺
の
観
光
開
発
に
あ
わ
せ
、
造
成
さ
れ
て
い

1
・

一
=
J
…
る
魚
津
観
先
開
発
闘
の
ゴ
戸
フ
場
は
、

4
月
末
か
ら

オ
ー
プ
ン
(
九
ホ
l
y
)
し
ま
す
。
ゃ
く
百
万
平
方

M
(十
八

ホ
l
y
・
七
千
百
ヤ
ー
ド
)
の
眺
め
の
よ
い
台
地
に
つ
く
ら
れ

た
ゴ
戸
フ
場
は
、
北
陸
で
も
め
ず
ら
し
い
山
岳
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

コ
1
ス
と
し
て
愛
好
者
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
く
に
は
今
秋
オ
ー
プ
ン
予
定
の
民
俗
資
料
館
、
天

神
山
、
金
太
郎
温
泉
な
ど
も
あ
り
、
市
民
の
い
乙
い
の
場
と
し

て
も
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
写
真
左
)

宿商庖街のアーケードが3月上

旬にできあがりました。とれは

都市計画事業で道路が整備されたのを機

会に、 同商!苫街がやく 3千万円をかけ、

電鉄魚津駅前から田方町交差点まで、延

長やく 280~;V の両側歩道(幅員 2t，v)上
につくったものです。高さ4.3~，v、重量

鉄骨組みのりっぱなアーケードです。

新
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犬の登録と注射

[:犬の登録と狂犬病予防注射がはじ

まります。生後91日以上の犬は、ぜ

ひ登録と予防注射をすませてくださ

い。登録手数料は300円、注射料

250円、注射済票交付手数料60 

円です。印鑑をお持ちください。

実施場所と日時は次のとおり

b西布施連絡所=4月11日午前9時

:"""9時30分 b天神公民館=11日午

前10---10時30分 [>片貝連絡所=11

'日午前11時---11時30分 b加積公民

館=11日午後1時---2時 [>江口江

幡三次宅=11日午後2時30分---3時

b上中島連絡所=12日午前9時---10

1時 b魚津農協松倉支所=12日午前

，10時30分---11時 b北山鉱泉前=12

日午前11時30分---12時 [>経団福祉

会館=12日午後1時30分---3時30分

[>日カ青島社宅=13日午前9時---10

時 b村木小学校=13日午前10時30

分---12時 b大町小学校庭、工業訊

験場=13日午後1時30分---3時じ〉

魚津農協上野方支所=14日午前9時

---10時 b住吉小学校=14日午前10

梼30分---11時30分 b魚津保健所=

14日午後1時---2時30分 [>市役所

=15日午前9時---12時

議
義
務
警
護
統
一

づ
り
区

域
が
拡
大
さ
れ
る

西
部
じ
ん
か
い
焼
却
場
の
完
成
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、

4
月
か
ら
収
集
車
も

ふ
や
さ
れ
、
区
域
を
拡
大
し
て
ご
み
を

集
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

拡
大
さ
れ
る
区
域
は
、
ゃ
く
二
千
九

百
世
帯
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
内
の
九

九
軒
以
上
の
世
帯
の
ご
み
が
、
週
二
回

集
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

祝
祭

日
も

集

め
ま
す

つ

と
く
に
、
ご
み
収
集
日
が
説
祭
日
に

あ
た
っ
た
と
き
、
従
来
は
翌
日
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、

4
月
か
ら
視
祭
日
で

も
集
め
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
ど
協
力
願
い
ま

す。圃
収
集
日
に
は
、
午
前
8
時
ま
で
集
積

場
所
ヘ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
に
入
れ

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

-
ご
み
は
収
集
日
以
外
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

おつ報広48. 4. 1 

開
収
集
日
が
祝
祭
日
に
あ
た
っ
た
と
き

で
も
、
そ
の
日
に
集
め
ま
す
。
い
ま

ま
で
の
よ
う
に
翌
日
出
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

A
A
新
た
に
ご
み
集
め
さ
れ
る
区
域
の

収
集
日

V

口
月
・
木
曜
日

V
片
貝
地
区

V
八
号
線
よ
り
山
手

の
加
積
地
区

口
火
・
金
曜
日

V
上
野
方
地
区

V
八
号
線
よ
り
山

手
の
下
中
島
(
宮
津
除
く
)
地
区
、

下
野
方
地
区
、
経
団
地
区

口
水
・
土
曜
日

V
松
倉
地
区

V
上
中
島
地
区

V

天
神
地
区

V
西
布
施
地
区

V
下

中
島
宮
津
区

V
八
号
線
か
ら
海
側

で
収
集
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
仏
国
区

間
仏
区
、
仏
又
区
、
青
島
区
、
持
先

明
寺
区
、
江
口
区
、
三
ケ
区
な
ど

陶
器
類
や
金
物
類

な
ど
の
不
燃
物
は
、

4
月
か
ら
月
二
回
集

め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
区
ご
と
の
収

集
日
は
、
3
月
号
広

報
で
ご
案
内
し
ま
し

た
が
、
大
体
月
の
前

半
が
金
物
類
、
月
の

後
半
が
陶
器
類
と
な

っ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
ど
協
力
願
い
ま

す。圃
不
燃
物
は
、
金
物
類
と
陶
器
類
の
収

集
日
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
し
て
、

午
前
8
時
ま
で
集
積
場
所
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。

-
収
集
日
以
外
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
0

・
不
燃
物
と
ご
み
の
収
集
日
が
同
じ
日

に
な
っ
た
と
き
は
、
集
積
場
所
へ
区

分
整
理
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

-
不
燃
物
収
集
日
が
、
祝
祭
日
に
あ
た

っ
た
と
き
は
、
翌
日
に
収
集
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
一
万
円
H
金
浦
町
大
島
ト
シ

エ

マ

川

一
万
円
リ
金
浦
町
石
田
稔
マ
二
千
円
川

H
本
江
平
内
清
マ
一
万
円
H
吉
島
伊
川

東
忠
良
マ
二
万
円
H
本
江
三
谷
昭
川

マ
二
万
円
H
本
町
一
丁
目
池
田
進
マ
川

一
万
円
H
石
垣
石
崎
甚
栄
(
以
上
香
典
川

返
し
の
一
部
を
)

マ
一
千
円
H
住
吉
野
住
勝
栄
マ
二
千
川

七
百
円
H
鴨
川
町
青
木
節
三
マ
二
千
川

円
H
八
代
町
友
田
道
治
マ
五
百
円
H

川

上
市
町
稲
葉
栄
伸

野

崎

さ

ん

出
地
区
の
野
崎
幸
川

を

表

彰

次
郎
(
印
歳
)
さ
ん
川

は
、
三
十
六
年
三
カ
月
の
長
い
間
、
広
川

報
連
絡
員
と
し
て
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
の
川

で
、
3
月
辺
日
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
川

し

た

。

川

毎
月
叩
日
は
防
犯
の
日
で
す

一川

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に

一川

ご
協
力
く
だ
さ
い
、

一

お

で

運

捨

休

も

力

川

の

節

防

げ

お

ど

協

災

季

予

投

や

子

ど

火

い

災

・
の

出

ゃ

に

は

す

火

。

乙

外

人

ど

春

や

の

す

ば

①

老

な

き

春

ま

た

、
①

検

「

い

①

止

、
点

川

で

て

、

防

検

全

川

ま

れ

は

の

点

安

日

さ

で

こ

元

の

7
施

庭

ば

の

所

。
川

月

実

家

た

火

場

い

州

4
が

と

寝

の

寝

さ

川

。
l
J各
と

・前

就

だ

川

す

動

て

み

の

く

州

寄

付

火の元にご注意

予
防

第
一
期
種
痘
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
該

当
者
は
、
昭
和
刊
年
5
月
1
日
か
ら

同
灯
年
3
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
す
。

校
下
接
種
目
検
診
日

種

痘

場
所

a-T日
M
a
-
-白
川

道

下

山

日

げ

日

公

民

館

片

員

叩

日

げ

日

小

学

校

上

中

島

け

日

間

日

小

学

校

住

吉

け

日

間

日

公

民

館

受
付
時
聞
は
午
後
1
時
i
2
時

4
月
却
日
(
金

午
後
1
時
か
ら
3

時
ま
で
、
魚
津
保
健
所
で
母
親
学
級

が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

9 

母

親

学

級

八
日
曜

・
祭
日
の
当
番
医
V

V
4
月
8
日

H
(昼
)
上
口
二
丁
目
寺

崎
医
院
(
夜
)
中
央
通
り
二
丁
目
桝

崎
医
院

V
日
日

H
(昼
)
本
江
浦
田

病
院
(
夜
)
本
町
一
丁
目
船
崎
医
院

V
2
日
H
〈
昼
)
火
の
宮
町
沢
口
内
斜

医
院
(
夜
)
吉
島
堀
井
医
院

v
n

日
H
(昼
)
本
江
沢
口
外
糾
医
院

(
夜
)
新
角
川
一
丁
目
宮
本
医
院

V

初
日
H
(昼
)
大
先
寺
魚
津
緑
ケ
正
病

院
(
夜
)
本
江
宮
元
医
院

V
5
月

3
日
H
(昼
)
緑
町
早
川
産
斜
病
院

(
夜
)
新
金
屋
一
丁
目
森
本
医
院
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…

ぉ1
レ戸り

せ

つ

国

保

の

保

険

国

民

健

康

保

険

証

が

更

新

の

保

険

証

は

、

4

月
1
日
か
ら
変
わ

り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
、
現
在
使
用
中
の
も
の
と

引
換
え
に
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
を
も
ら
わ
れ
た
と
き
は
、

記
載
事
項
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
ど

不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
市
役
所
市
民
課

へ
と
連
絡
願
い
ま
す
。

お

市
役
所
で
は
新

年
度
か
ら
保
母
の

代
替
要
員
の
登
録

制
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
母
資
格
を
有

す
る
人
を
登
録
し
て
お
き
、
保
母
に
産

休
ま
た
は
病
休
の
あ
っ
た
場
合
、
登
録

さ
れ
て
い
る
人
の
う
ち
か
ら
、
日
給
制

で
仕
事
を
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

4
月
別

日
(
金
)
ま
で
市
役
所
秘
書
人
事
課
ま

た
は
社
会
福
祉
事
務
所
へ
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
登
録
で
き
る
人
H
市
内
在
住
者
で
、

保
母
資
格
を
有
す
る
人
。

マ
雇
用
方
法
H
登
録
さ
れ
て
い
る
人
の

う
ち
か
ら
必
要
の
都
度
、

雇
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

マ
賃
金
日
日
給
制
で
一
日
あ
た
り
一
千

四
百
円
程
度
。

つ

保
母
代
替
要

員
の
登
録

報広第3種郵便物認買]'.'

く
わ
し
い
乙
と
は
秘
書
人
事
課
、
社

会
福
祉
事
務
所
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ

県
で
は
、

中
小
企
業
の

近
代
化
を
は

か
る
た
め
、
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、

機
械
設
備
の
設
置
に
必
要
な
資
金
を
貸

付
け
て
い
ま
す
。
融
資
希
望
者
は
、

4

月
日
日
(
月
)
ま
で
市
役
所
商
工
水
産

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
設
備

近

代

化

資

金

マ
貸
付
金
額
H
査
定
し
た
額
の
四
七
軒

(
十
万
円
以
上
五
百
万
円
以
下
)

マ
利
息
H
無
利
子

マ
償
還
期
間
お
よ
び
償
還
方
法
H
五
年

で
一
年
据
置
、
四
年
の
年
賦
均
等
償

還
マ
担
保
日
貸
付
対
象
設
備
を
譲
渡
担
保

マ
保
証
人
H
二
人
以
上
(
法
人
は
代
表

者
を
含
め
三
人
以
上
)

県
中
小
企

業
機
械
貸
与

協
会
で
は
、

設
備
を
近
代
化
し
、
経
営
の
合
理
化
を

は
か
る
人
に
対
し
て
機
械
貸
与
制
度
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

4
月

お
日
(
土
)
ま
で
市
役
所
商
工
水
産
課
，

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
H
従
業
員
二
十
人
以
下
で
、
最

近
二
カ
年
間
の
平
均
利
益
が
三
百
万

円
以
下
の
企
業

マ
貸
与
価
格
H
二
十
万
円

i
八
百
万
円

マ
償
還
と
期
間
H
四
年
六
カ
月
で
、
均

等
半
年
賦
償
還
、
六
カ
月
据
置

マ
貸
与
損
料
(
利
子
相
当
)

H
償
還
金

の
残
額
に
対
し
年
五
軒

マ
保
証
金
H
貸
与
価
格
の
一

orの
保

証
金
を
納
入

マ
保
証
人
H
二
人
以
上

中
小
企
業
機
械

貸
与
の
申
込
み

水
族
館
と
埋

没
林
館
は
、
4

月
1
日
か
ら
け

月
初
日
ま
で
開
館
し
ま
す
。

水
族
館
で
は
、
二
百
種
類
三
千
匹
の

豊
富
な
水
産
動
物
を
と
り
そ
ろ
え
る
い

っ
ぽ
う
、
淡
水
魚
類
の
ほ
か
、
富
山
湾

の
漁
法
解
説
、
ホ
タ
戸
イ
カ
の
生
態
写

真
、
光
真
珠
K
K
か
ら
贈
ら
れ
た
養
殖

真
珠
の
小
型
い
か
だ
に
よ
る
飼
育
状
態

水
族
館
、
埋

没
林
館
開
館

第
三
二
七
号

を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

・チ
ョ

ウ
チ
ョ
ウ
ウ
オ
や
コ
パ
戸
ト
ス
ズ
メ
な

ど
、
神
縄
の
さ
ん
と
礁
の
熱
帯
魚
も
そ

ろ
え
、
観
覧
し
て
い
た
だ
く
と
と
に
し

て
い
ま
す
。

魚
津
電
報

電
話
局
で
は

事
業
所
の
新

入
社
員
を
対
象
に
、
正
し
い
電
話
マ
ナ

ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
無
料

で
「
ダ
イ
ヤ
N
電
話
教
室
」
の
開
催
に
応

じ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
内
容
は
、
①
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の

話
(
三
十
分
)
①
映
画
(
三
十
分
)

①
実
地
訓
練
(
三
十
分
)
で
す
。
く
わ

し
い
こ
と
は
、
電
話
辺
局
一

0
0
0番

(
無
料
)
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教

室
の
ご
利
用
を

4
月
の
市

民
と
市
長
が

語
る
会
は
次

の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
、
ど
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ

'Uぜ
V
魚
津
市
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

H
4

月
9
日
(
月
)
、
対
象
区
は
金
山
谷
、

室
田
、
観
音
堂
区

V
片
貝
公
民
館
H
日
日
(
水
)
、
対

象
区
は
、
島
尻

一
i
三
区

V
長
教
寺

H
U日
(
金
)
、
対
象
区

は
、
田
方
一

i
二
、
東
小
路
、
川
原
区

時
間
は
各
会
場
と
も
午
後
7
時
加
分

か
ら
で
す
。

4
月
の
市
民
と

市
長
が
語
る
会

教
育
相
談
室
市
教
委
で
は
子
ど

の
ご
利
用
を
も
に
つ
い
て
の
心
配

ご
と
や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、
教
育

編
集
発
行
人

浜

田

茂

相
談
室
を
毎
週
木
曜
日
、
午
前
9
時
叩

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
図
書
館
言
。
ら

い
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2
月
末
に
市

市
民
交
通
傷
害
保
険

役
所
か
ら
各
家

加
入
資
格
の
訂
正

庭
へ
配
布
さ
れ

た
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
、
次
の
部
分
に
印
刷
誤
ま
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま

す。
表
面
、
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
内
容

欄
で
、
①
加
入
者
の
資
格
中
、
「
当
，市

に
住
ん
で
い
る
方
お
よ
び
当
市
内
ヘ
通

勤
通
学
し
て
い
る
方
な
ら
:
:
:
」
と
あ

り
ま
す
が
、
「
卦
+
小
山
い

Arー
が
も
い
い
か
か

な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
」
の

誤
ま
り
で
す
の
で
ご
訂
正
願
い
ま
す
。

- 10ー

交

通

事

故

相

談

毎
月
第
一
、
第
三
水
曜
日

魚
津
県
民
相
談
室
に
開
設

交
通
事
故
相
談
は
、
い
ま
ま
で
市

役
所
と
、
魚
津
県
民
相
談
室
の
二
カ

所
で
交
互
に
行
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、

4
月
か
ら
は
あ
ら
た

に
滑
川
市
が
相
談
区
域
に
入
っ
た
こ

と
な
ど
も
あ
り
、
毎
月
第
一
、
第
三

水
曜
日
に
、
魚
津
県
民
相
談
室
(
県

総
合
庁
舎
内
)
で
ひ
ら
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

4
i
5
月
の
相
談
日
は
、

4
月
4

日
、
同
国
日
、

5
月
2
日
、
同
日
日

で
、
時
間
は
午
前
日
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で
で
す
。

印
刷
所

小

浜

印

刷

所


